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こ
こ
数
年
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
国
々
が
国
際

社
会
で
存
在
感
を
高
め
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
２
０
１
８
年
か
ら

続
く
米
中
対
立
や
22
年
２
月
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な

ど
が
あ
り
、
国
際
社
会
の
力
学
は
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
。

　

そ
う
し
た
中
、
25
年
４
月
２
日
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
「
解
放

の
日
」
と
称
し
て
前
代
未
聞
の
「
相
互
関
税
」
政
策
を
発
表
し
た
。

事
実
上
す
べ
て
の
国
に
10
％
の
基
本
関
税
を
課
し
、
貿
易
赤
字
の
大

き
い
約
60
カ
国
に
は
さ
ら
に
高
い
税
率
を
適
用
す
る
。
友
好
国
も
例

外
と
し
な
い
こ
の
措
置
は
、
戦
後
の
自
由
貿
易
体
制
の
根
幹
を
揺
る

が
す
も
の
で
あ
る
。

　

１
９
９
０
年
代
以
降
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
は
終
わ

り
を
告
げ
、
世
界
は
分
断
の
時
代
に
向
か
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

国
際
貿
易
の
新
秩
序
の
行
方
、
新
興
国
の
戦
略
的
選
択
、
そ
し
て
日

本
が
取
る
べ
き
経
済
外
交
・
安
全
保
障
政
策
を
論
じ
る
。

米
中
貿
易
戦
争
の
帰
結
と
し
て
の
相
互
関
税

　

２
０
１
８
年
、
第
１
期
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
で
米
中
貿
易
戦
争
が
開

始
さ
れ
た
時
、
世
界
は
米
中
を
軸
と
し
た
「
新
し
い
東
西
対
立
」
の

時
代
に
入
る
か
に
思
わ
れ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
の
国
々
は
、

米
中
貿
易
戦
争
に
お
い
て
も
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
お
い

米
国
不
在
の
自
由
貿
易
体
制
と

グ
ロ
ー
バ
ル・サ
ウ
ス
の
選
択

米
中
対
立
構
造
の
下
、
世
界
で
は
自
由
貿
易
の
合
従
連
衡
が
活
発
だ
。

新
興
諸
国
の
論
理
と
「
手
綱
」
と
し
て
の
ト
ラ
ン
プ
関
税
を
再
考
。

・
米
中
対
立
は
、
多
く
の
新
興
国
に
と
っ
て
貿
易
拡
大
の
機
会
に

・
中
国
は
「
市
場
開
放
」
を
武
器
に
西
側
・
新
興
国
と
関
係
深
め
る

・
日
本
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
将
来
性
と
戦
略
的
価
値
を
重
視
す
べ
き

ジ
ェ
ト
ロ
・
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

主
任
調
査
研
究
員
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学
大
学
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メ
デ
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修
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０
０
４
年
ロ
ン
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・
ス
ク
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・
オ
ブ
・
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取
得
。
専
門
は
マ
レ
ー
シ
ア
経
済
、

国
際
貿
易
。
共
著
に
『
マ
レ
ー
シ
ア
に
学
ぶ
経
済

発
展
戦
略
』
な
ど
。
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て
も
、
ど
ち
ら
か
の
陣
営
に
明
確
に
与
す
る
こ
と
な
く
、
双
方
と
等

距
離
で
付
き
合
う
道
を
選
ん
だ
。
世
界
経
済
モ
デ
ル
を
用
い
た
筆
者

ら
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
分
析
に
よ
れ
ば
、
東
西
の
分
断
が
深
ま
る

ほ
ど
、
ど
ち
ら
の
陣
営
に
も
与
し
な
い
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
が
得

る
利
益
は
大
き
く
な
る
。
米
中
両
陣
営
と
貿
易
関
係
を
維
持
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
が
、
相
対
的
に
拡
大
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

実
際
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
諸
国
は
米
中
対

立
下
で
世
界
中
か
ら
海
外
直
接
投
資
（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
）
を
呼
び
込
み
、
中

国
に
代
わ
る
米
国
市
場
向
け
輸
出
拠
点
と
し
て
存
在
感
を
高
め
て
き

た
。
全
世
界
の
Ｆ
Ｄ
Ｉ
受
け
入
れ
に
占
め
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
の
シ

ェ
ア
は
、
15
年
の
５・２
％
か
ら
24
年
に
は
14・９
％
へ
と
約
３
倍
に

拡
大
し
た
。
こ
れ
に
対
応
す
る
よ
う
に
、
米
国
市
場
に
お
け
る
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
製
品
の
存
在
感
も
増
し
て
い
る
。
米
国
の
輸
入
デ
ー
タ
で
15

年
と
23
年
を
比
較
す
る
と
、
中
国
か
ら
の
輸
入
シ
ェ
ア
が
20
ポ
イ
ン

ト
以
上
低
下
し
た
品
目
（
Ｈ
Ｔ
Ｓ
〔
統
一
関
税
率
表
〕
６
桁
レ
ベ
ル
）

は
６
５
９
品
目
に
上
り
、全
輸
入
額
の
11・６
％
を
占
め
る
。通
信
機

器
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
製
品
に
お
け
る
シ
ェ
ア
低
下
が
特
に
顕
著

で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
６
５
９
品
目
の
う
ち
、
１
０
８
品
目
で
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地

域
か
ら
の
輸
入
シ
ェ
ア
が
20
ポ
イ
ン
ト
以
上
拡
大
し
た
。
そ
の
合
計

輸
入
額
は
、
中
国
の
シ
ェ
ア
が
低
下
し
た
品
目
の
合
計
輸
入
額
の
約

半
分
を
占
め
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
は
米
中
対
立
下
で
実
際
に
「
漁

夫
の
利
」
を
得
て
、
中
国
に
代
わ
る
対
米
輸
出
拠
点
と
し
て
の
地
位

を
高
め
た
と
言
え
る
。
中
国
が
大
き
く
シ
ェ
ア
を
落
と
し
た
品
目
に

つ
い
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
以
外
の
地
域
を
見
る
と
、
20
ポ
イ
ン
ト
以
上
シ

ェ
ア
を
高
め
た
品
目
数
は
欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）・
英
国
が
１
３
０
品
目

と
最
も
多
く
、
カ
ナ
ダ
・
メ
キ
シ
コ
が
81
品
目
、
南
ア
ジ
ア
（
イ
ン

ド
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
な
ど
）
が
79
品
目
、
日
本
・
韓
国
・
台
湾
が

35
品
目
と
続
く
。
中
国
か
ら
の
輸
入
代
替
は
、
米
国
の
友
好
国
を
中

心
に
幅
広
く
進
行
し
て
い
る
。

　

こ
こ
に
、
第
２
期
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
「
相
互
関
税
」
と
い
う
前
例

の
な
い
措
置
に
踏
み
切
っ
た
理
由
の
一
端
が
垣
間
見
え
る
。
こ
の
関

税
政
策
が
Ｅ
Ｕ
や
カ
ナ
ダ
・
メ
キ
シ
コ
、
日
本
や
イ
ン
ド
と
い
っ
た

友
好
国
を
標
的
に
し
て
い
る
点
に
違
和
感
を
覚
え
る
向
き
も
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
国
々
が
米
中
対
立
か
ら
不
当
な
利
益
を
得
て
い

る
と
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
見
な
し
て
い
る
の
な
ら
ば
合
点
が
い
く
。
中

国
か
ら
の
輸
入
を
代
替
す
る
の
は
米
国
の
国
内
生
産
で
あ
る
べ
き
だ

─
─
そ
れ
が
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
根
底
に
あ
る
信
念
だ
か
ら
で
あ
る
。

米
国
を
除
く
自
由
貿
易
体
制
を
模
索
す
る
動
き

　

し
か
し
、
中
国
に
代
わ
っ
て
友
好
国
を
生
産
拠
点
と
す
る
「
フ
レ

ン
ド
シ
ョ
ア
リ
ン
グ
」
す
ら
許
容
し
な
い
よ
う
に
見
え
る
こ
の
姿
勢
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は
、
各
国
の
強
い
反
発
を
招
い
て
い
る
。
高
関
税
を
て
こ
に
デ
ィ
ー

ル
を
迫
る
米
国
を
抜
き
に
し
て
、
自
由
貿
易
体
制
を
守
ろ
う
と
す
る

動
き
が
各
地
で
活
発
化
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
例
が
、
今
年
１
月
に
妥
結
し
た
イ
ン
ド
・
Ｅ
Ｕ
間
の
自
由

貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
で
あ
る
。
交
渉
は
２
０
０
７
年
に
開
始
さ
れ

た
も
の
の
、
関
税
、
市
場
ア
ク
セ
ス
、
知
的
財
産
権
な
ど
を
め
ぐ
る

対
立
か
ら
、
13
年
に
一
度
頓
挫
し
て
い
た
。
し
か
し
、
22
年
６
月
に

交
渉
が
再
開
さ
れ
る
と
、約
４
年
間
の
協
議
を
経
て
妥
結
に
至
っ
た
。

こ
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
、
Ｅ
Ｕ
と
イ
ン
ド
双
方
に
と
っ
て
過
去
最
大
規
模
の

も
の
で
、
貿
易
額
で
96
％
以
上
の
物
品
の
関
税
が
段
階
的
に
削
減
・

撤
廃
さ
れ
、
約
20
億
人
の
自
由
貿
易
圏
が
誕
生
す
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
妥
結
の
時
期
と
そ
の
背
景
で
あ
る
。
イ
ン
ド
は

米
国
か
ら
当
初
26
％
の
相
互
関
税
を
課
さ
れ
、
７
月
末
に
25
％
に
改

定
さ
れ
た
後
、
８
月
に
は
ロ
シ
ア
産
原
油
の
輸
入
を
理
由
に
25
％
が

上
乗
せ
さ
れ
、
合
計
50
％
と
い
う
高
関
税
に
直
面
し
て
い
た
。
イ
ン

ド
が
Ｅ
Ｕ
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
で「
聖
域
」と
し
て
き
た
完
成
車
の
関
税
を
、

台
数
上
限
付
き
な
が
ら
１
１
０
％
か
ら
最
終
的
に
10
％
ま
で
引
き
下

げ
る
こ
と
に
合
意
し
た
の
は
、
米
国
か
ら
の
圧
力
が
イ
ン
ド
を
Ｅ
Ｕ

と
の
関
係
強
化
へ
と
駆
り
立
て
た
結
果
と
言
え
る
。

　

こ
の
イ
ン
ド
Ｅ
Ｕ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
妥
結
の
わ
ず
か
６
日
後
、
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
は
イ
ン
ド
の
モ
デ
ィ
首
相
と
電
話
会
談
を
行
い
、
ロ
シ
ア
産

原
油
購
入
停
止
の
意
向
を
評
価
し
て
、
追
加
関
税
25
％
の
撤
廃
と
相

互
関
税
率
の
18
％
へ
の
引
き
下
げ
を
発
表
し
た
。イ
ン
ド
と
し
て
は
、

Ｅ
Ｕ
と
の
関
係
強
化
と
対
米
交
渉
を
並
行
し
て
進
め
た
多
角
外
交
が

実
を
結
ん
だ
形
で
あ
る
。

　

同
様
の
動
き
は
東
南
ア
ジ
ア
で
も
見
ら
れ
る
。
25
年
10
月
、
ク
ア

ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
の
第
47
回
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
に
合
わ
せ
、
中

国
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
自
由
貿
易
協
定
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
議
定
書
（
Ｃ
Ａ
Ｆ

Ｔ
Ａ
３・０
）が
署
名
さ
れ
た
。こ
れ
は
02
年
に
締
結
さ
れ
た
原
協
定

を
大
幅
に
拡
充
し
、
デ
ジ
タ
ル
経
済
、
グ
リ
ー
ン
経
済
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
連
結
性
な
ど
五
つ
の
新
章
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
中

国
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
間
の
貿
易
額
は
10
年
の
３
５
９
２
億
ド
ル
か
ら
24

年
に
は
８
６
４
３
億
ド
ル
へ
と
２・４
倍
に
拡
大
し
て
お
り
、
特
に

中
間
財
貿
易
の
拡
大
が
目
立
つ
。
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
３・０
に
は
こ
う
し

た
経
済
的
結
び
つ
き
を
一
段
と
強
め
る
狙
い
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
包
括
的
及
び

先
進
的
な
協
定
（
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
加
盟
申
請
国
も
増
加
し
て
い

る
。
21
年
に
英
国
が
加
盟
申
請
し
23
年
に
承
認
さ
れ
た
の
を
皮
切
り

に
、
コ
ス
タ
リ
カ
が
加
盟
交
渉
中
、
ウ
ル
グ
ア
イ
も
加
盟
プ
ロ
セ
ス

の
開
始
が
決
ま
っ
た
。
中
国
や
台
湾
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
加
え
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦（
Ｕ

Ａ
Ｅ
）も
申
請
を
済
ま
せ
て
い
る
。地
域
的
な
包
括
的
経
済
連
携（
Ｒ
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Ｃ
Ｅ
Ｐ
）
協
定
に
つ
い
て
も
香
港
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
チ
リ
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
が
加
盟
を
希
望
し
て
お
り
、
米
国
を
含
ま
な
い
多
国
間
貿

易
協
定
の
拡
大
・
深
化
が
進
ん
で
い
る
。

米
国
は
「
鞭
」
の
牽
制
、
中
国
は
「
飴
」
で
の
接
近

　

米
国
も
、こ
う
し
た
動
き
を
座
視
し
て
は
い
な
い
。イ
ン
ド
Ｅ
Ｕ
・

Ｆ
Ｔ
Ａ
締
結
の
翌
日
、
ベ
ッ
セ
ン
ト
米
財
務
長
官
は
Ｃ
Ｎ
Ｂ
Ｃ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、「
非
常
に
失
望
し
て
い
る
」
と
批
判
し
た
。
同
長
官

は
、
イ
ン
ド
が
ロ
シ
ア
産
原
油
を
輸
入
し
、
そ
れ
を
精
製
し
た
石
油

製
品
を
欧
州
が
購
入
し
て
い
る
と
指
摘
し
、「（
欧
州
は
）
ウ
ク
ラ
イ

ナ
国
民
よ
り
も
貿
易
を
優
先
し
た
」
と
非
難
し
た
。

　

隣
国
カ
ナ
ダ
に
対
し
て
も
、
同
様
の
牽
制
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今

年
１
月
、
カ
ナ
ダ
の
カ
ー
ニ
ー
首
相
は
北
京
を
訪
問
し
、
中
国
と
の

間
で
関
税
引
き
下
げ
に
合
意
し
た
。
カ
ナ
ダ
は
中
国
製
電
気
自
動
車

（
Ｅ
Ｖ
）
最
大
４
万
９
０
０
０
台
に
対
す
る
関
税
を
１
０
０
％
か
ら

６・１
％
に
引
き
下
げ
、
中
国
は
カ
ナ
ダ
産
キ
ャ
ノ
ー
ラ
種
子
へ
の

関
税
を
84
％
か
ら
約
15
％
に
引
き
下
げ
る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
こ

れ
に
反
発
し
、
カ
ナ
ダ
が
中
国
と
貿
易
協
定
を
結
べ
ば
全
輸
入
品
に

１
０
０
％
の
関
税
を
課
す
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
警
告
し
た
。

　

よ
り
強
い
牽
制
と
し
て
は
、
相
互
関
税
を
巡
る
交
渉
の
成
果
と
し

て
２
０
２
５
年
10
月
に
締
結
さ
れ
た
米
国
・
マ
レ
ー
シ
ア
相
互
貿
易

協
定
が
あ
る
。
こ
の
協
定
に
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
が
「
米
国
の
本
質
的

利
益
を
損
な
う
国
」
と
新
た
な
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
結
ん
だ
場
合
、
米
国
は
こ

の
貿
易
協
定
を
破
棄
し
て
元
の
相
互
関
税
率
を
復
活
で
き
る
と
す
る

条
項
が
含
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
米
国
が
経
済
安
全
保
障
の
た
め

に
第
三
国
に
対
し
て
関
税
や
輸
入
制
限
を
課
し
た
場
合
、
マ
レ
ー
シ

ア
に
も
「
同
等
の
制
限
効
果
を
持
つ
措
置
」
の
採
用
を
求
め
る
条
項

が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
外
交
政
策
の
自
律
性
を
著
し
く
制
限
す
る
も
の

と
し
て
マ
レ
ー
シ
ア
国
内
で
強
い
批
判
を
浴
び
て
い
る
が
、
同
様
の

条
項
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
の
貿
易
協
定
に
も
存
在
し
、
ベ
ト
ナ
ム
や
タ

イ
と
の
協
定
に
も
盛
り
込
ま
れ
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
中
国
は
、
Ｅ
Ｕ
各
国
や
カ
ナ
ダ
な
ど
米
国
の
友
好

国
と
の
距
離
を
縮
め
る
動
き
を
見
せ
て
お
り
、
そ
の
際
に
は
関
税
引

き
下
げ
な
ど
の
「
飴
」
を
用
い
る
ケ
ー
ス
が
目
立
つ
。
前
述
の
カ
ナ

ダ
と
の
合
意
で
は
、
中
国
は
、
カ
ナ
ダ
産
ロ
ブ
ス
タ
ー
、
カ
ニ
、
エ

ン
ド
ウ
豆
に
つ
い
て
も
、
カ
ナ
ダ
の
中
国
産
Ｅ
Ｖ
へ
の
１
０
０
％
関

税
に
対
抗
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
報
復
関
税
を
撤
回
す
る
こ
と
を

約
束
し
た
。
カ
ー
ニ
ー
首
相
は
習
近
平
国
家
主
席
と
の
会
談
後
、
中

国
と
の
関
係
は
米
国
と
の
関
係
よ
り
も
「
予
測
可
能
で
あ
る
」
と
述

べ
て
い
る
。

　

24
年
10
月
に
Ｅ
Ｕ
が
中
国
製
Ｅ
Ｖ
に
最
大
35・３
％
の
追
加
関
税

を
課
し
た
こ
と
で
悪
化
し
て
い
た
中
国
と
Ｅ
Ｕ
の
関
係
に
つ
い
て
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も
、
今
年
１
月
に
は
中
国
側
が
Ｅ
Ｖ
に
最
低
輸
出
価
格
を
設
定
す
る

こ
と
な
ど
、
紛
争
解
決
に
向
け
た
「
指
針
文
書
」
で
合
意
に
至
っ
て

い
る
。
中
国
は
英
国
に
対
し
て
も
、
同
月
の
ス
タ
ー
マ
ー
首
相
訪
中

に
合
わ
せ
て
、
ウ
イ
ス
キ
ー
へ
の
関
税
を
半
減
さ
せ
る
こ
と
や
英
国

か
ら
の
旅
行
者
・
ビ
ジ
ネ
ス
客
に
つ
い
て
ビ
ザ
の
免
除
を
拡
大
す
る

こ
と
を
発
表
し
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
対
し
て
は
、
前
述

の
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
３・０
を
通
じ
て
デ
ジ
タ
ル
経
済
や
グ
リ
ー
ン
経
済

分
野
で
の
協
力
深
化
を
約
束
し
、
市
場
ア
ク
セ
ス
の
拡
大
を
提
示
し

て
い
る
。

「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
マ
イ
ナ
ス
１
」
の
可
能
性
と
限
界

　

こ
の
よ
う
に
、
新
し
い
世
界
秩
序
は
「
米
中
対
立
」
と
い
う
基
本

的
な
枠
組
み
を
超
え
て
重
層
的
な
友
好
関
係
と
敵
対
関
係
が
交
錯
す

る
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
世
界
経
済
の
不
確
実
性
は
か
つ
て
な
い
ほ

ど
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
今
後
も
新
興
国
は
米
中
の
対
立

か
ら
距
離
を
置
く
こ
と
で
、
か
つ
て
の
自
由
貿
易
体
制
で
享
受
し
て

き
た
メ
リ
ッ
ト
を
で
き
る
だ
け
維
持
し
、
あ
わ
よ
く
ば
漁
夫
の
利
を

得
よ
う
と
す
る
戦
略
を
続
け
る
だ
ろ
う
。
新
興
国
に
は
、
米
中
の
ど

ち
ら
か
だ
け
を
選
ん
で
貿
易
を
自
主
的
に
制
限
す
る
経
済
的
余
裕
は

な
い
か
ら
で
あ
る
。
一
方
で
、
こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
、
米
中
両

陣
営
は
新
興
国
を
自
陣
営
に
引
き
入
れ
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の

際
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
米
国
は
「
鞭
」
に
よ
っ
て
、
中
国
は
「
飴
」

に
よ
っ
て
新
興
国
を
従
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

２
０
２
５
年
12
月
に
発
表
さ
れ
た
米
国
の
「
国
家
安
全
保
障
戦
略

（
Ｎ
Ｓ
Ｓ
）」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
米
国
が
モ
ン
ロ
ー
主
義
の
ド
ナ

ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
版
と
さ
れ
る
「
ド
ン
ロ
ー
主
義
」
を
打
ち
出
し
て

西
半
球
重
視
の
姿
勢
を
強
め
る
中
、
米
国
は
率
先
し
て
世
界
の
自
由

貿
易
や
民
主
主
義
を
守
ろ
う
と
す
る
意
思
を
、
も
は
や
失
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
米
国
の
不
在
を
前
提
に
自

由
貿
易
体
制
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
生
ま
れ
る
の
は
自
然
な

帰
結
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
流
れ
が
続
く
と
す
れ
ば
、
一
部
で
論
じ
ら
れ
て
い
る

「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
マ
イ
ナ
ス
１
」、
す
な
わ
ち
、
米
国
だ
け
を
除
外
し
た
世
界

各
国
に
よ
る
自
由
貿
易
体
制
維
持
の
動
き
が
具
体
化
し
て
も
不
思
議

で
は
な
い
。
イ
ン
ド
Ｅ
Ｕ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
、
カ
ナ
ダ
や
英
国
の
中
国
と
の

接
近
、Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
３・０
や
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
、Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
メ
ン
バ
ー

拡
大
の
動
き
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
方
向
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
そ
う
は
言
っ
て
も
、
中
国
や
ロ
シ
ア
と
、
米
国
を
含
む

西
側
陣
営
の
間
に
明
確
な
対
立
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
は
否
定
で
き

な
い
。
経
済
安
全
保
障
の
分
野
で
は
、
中
国
へ
の
過
度
な
依
存
を
避

け
る
リ
ス
ク
分
散
の
動
き
が
引
き
続
き
重
要
視
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
Ｅ

Ｕ
は
先
端
半
導
体
や
重
要
鉱
物
な
ど
の
分
野
で
対
中
規
制
を
維
持
し
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て
お
り
、
日
本
で
も
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
再
構
築
が
官
民
を
問

わ
ず
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
欧
州
や
日

本
が
中
国
や
ロ
シ
ア
と
結
束
し
て
、
ル
ー
ル
に
基
づ
く
自
由
貿
易
体

制
を
維
持
す
る
「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
マ
イ
ナ
ス
１
」
を
実
現
す
る
た
め
の
ハ
ー

ド
ル
は
高
い
。
米
国
を
除
く
国
々
が
、
あ
る
時
は
友
好
国
と
、
あ
る

時
は
潜
在
的
な
非
友
好
国
と
「
呉
越
同
舟
」
の
か
た
ち
で
多
層
的
な

貿
易
協
定
を
結
び
、
部
分
的
な
自
由
貿
易
体
制
を
維
持
し
て
い
く
と

い
う
、
複
雑
な
状
況
が
し
ば
ら
く
は
続
く
だ
ろ
う
。

日
本
に
と
り
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
戦
略
的
重
要
性
高
ま
る

　

戦
後
80
年
に
わ
た
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
米
国
主
導
の
自
由
貿
易

体
制
は
、
今
や
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
て
い
る
。
日
米
安
全
保
障
条

約
の
下
で
、
日
本
は
長
ら
く
「
米
国
に
守
ら
れ
る
同
盟
国
」
と
し
て

振
る
舞
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
米
国
は
世
界
の
秩
序
を
自
ら
の
犠
牲

の
下
に
維
持
す
る
覇
権
国
の
座
を
降
り
、
西
半
球
の
地
域
大
国
へ
と

後
退
し
つ
つ
あ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
日
本
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
米
国
市
場

と
中
国
市
場
の
双
方
か
ら
利
益
を
得
つ
つ
、
経
済
的
利
益
と
安
全
保

障
を
同
時
に
確
保
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
日
本
は

ど
の
よ
う
な
国
々
と
連
携
し
、
ど
の
よ
う
に
し
て
自
ら
の
立
場
を
強

化
し
て
い
く
の
か
、
新
し
い
外
交
戦
略
を
打
ち
立
て
る
必
要
に
迫
ら

れ
て
い
る
。

　

日
本
に
と
っ
て
、
ア
ジ
ア
地
域
で
最
も
信
頼
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー

に
な
り
得
る
の
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
で
あ
ろ
う
。
１
９
７
７
年
の
福

田
ド
ク
ト
リ
ン
以
降
、
日
本
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
緊
密
な
関
係
を

築
い
て
き
た
。
２
０
２
５
年
10
月
に
新
規
加
盟
を
果
た
し
た
東
テ
ィ

モ
ー
ル
を
含
む
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
11
カ
国
は
、
７
億
人
に
迫
る
若
い
人
口

を
擁
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
規
模
で
も
日
本
と
肩
を
並
べ
つ
つ
あ
る
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
は
１
９
８
５
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
以
降
、
日
系

企
業
が
多
く
進
出
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
重
要

な
一
角
を
担
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
製
造
業
の
み
な
ら
ず
、
天
然
ガ

ス
や
石
油
、
天
然
ゴ
ム
、
パ
ー
ム
油
、
レ
ア
ア
ー
ス
な
ど
の
重
要
資

源
が
豊
富
な
国
が
多
い
。
経
済
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
も
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
諸
国
は
日
本
に
と
っ
て
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
。

　

日
本
政
府
は
２
０
２
３
年
か
ら
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
豪
州
を
加
え

た
ア
ジ
ア
・
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
共
同
体
（
Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｃ
）
の
枠
組
み

の
中
で
、
域
内
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
す
協
力
を
進
め

て
い
る
。
こ
う
し
た
地
道
な
協
力
関
係
を
積
み
上
げ
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

諸
国
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
さ
ら
に
強
固
な
も
の
に
し
て
い
く

こ
と
は
、
混
沌
と
し
た
地
政
学
的
状
況
の
中
で
日
本
が
当
面
と
り
う

る
戦
略
と
し
て
、
現
実
的
か
つ
最
も
有
効
な
選
択
肢
と
言
え
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。


